
古紙を配合しています。環境にやさしい植物性
インキを使用しています。☎042−383−1111

（かけ間違いにご注意ください） FAX042−383−0022
「市長へのファクス」ふれあい24発行・小金井市　編集・広報秘書課

〒184-8504　小金井市本町6-6-3
市役所代表

　福島県いわき市、岩手県久慈市、宮城県気仙沼市の
地元のえりすぐりのうまいものを紹介、販売します。
d７月２２日（土）、２３日（日）午後３時〜７時
bＪＲ武蔵小金井駅南口駅前
e売り切れ次第終了
i商工会（☎０４２−３８１−８７６５）

東日本大震災復興応援イベント同時
開催

夜明け市場夜明け市場
inＫＯＧＡＮＥＩinＫＯＧＡＮＥＩ

d１２月３日（日）午前、４時間程度（予定）
t次の要件をすべて満たす方▷令和５年４月１日現在で１５歳以上の方
（中学生不可）▷日本国籍を有するまたは日本に居住（在留）する資格
を有する方▷日本語による簡単な会話（意思疎通）ができる方▷東京都
および小金井市が指定するボランティア活動をしていただける方▷説明
会（１０月下旬に、オンラインまたは会場で実施予定）に必ず参加できる
方
s６５人程度（多数選考）
e▷詳細は市ホームページをご覧ください▷申込用紙は生涯学習課（市

役所第二庁舎７階）、市内体育施設等で配布するほか、
市ホームページからダウンロードできます▷オリジナル
ユニフォームを支給予定です
m８月４日（必着）までに、市申込フォーム（https://
logoform.jp/form/pCd３/３０５99２）または申込用紙に
必要事項を明記し、郵送、ファクス、Ｅメールまたは直
接、生涯学習課スポーツ振興係（〒１８４−８５０４住所不要☎
０４２−３８６−２４６２f０４２−３８３−１１３３ak０２０２99@koganei-
shi.jp）へ

THE ROAD RACE TOKYO 2023

自転車ロードレースのボランティアを募集自転車ロードレースのボランティアを募集

市申込フォーム

市ホームページ

５.７.１現在世
帯
と
人
口

世帯数	 62,950	（70減）男	 61,397	 （2減）
人　口	 124,763	（27減）女	 63,366	（25減）
※�　世帯数および人口は、住民基本台帳によるものであり、
外国人住民の方を含みます。（　 ）内は前月比

の
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制
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域
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▽
小
金
井
街
道

本町二丁目交差点

前原坂上交差点

　小金井の夏の風物詩、第４５回小金井阿波
おどりがいよいよ開催です。
　多彩な衣装をまとった市内外の「連」の
踊り手たちが、「ヤットセ」のはやしこと
ばとともに、太鼓・笛・かねの音の鳴り響
く中、３つの会場を練り踊ります。
　夏の夕暮れ時、皆さんお誘い合わせのう
え、お出かけください。
d７月２２日（土）、２３日（日）午後５時〜
７時
b上図のとおり※交通規制＝午後４時３０分
〜７時３０分
■主催小金井阿波おどり振興協議会

e▷実行委員会による露店はありません▷
シートを広げての観覧は出来ません（原則
立見のみ）▷政府ならびに市感染対策方針
に従いご観覧ください▷許可がない場合
は、踊り場に入っての撮影は禁止です
i小金井阿波おどり大会実行委員会事務局
・小林（☎０７０−６9４７−６０７８）
※当日雨天時等の開催の有無等について
は、午後３時以降に☎０８０−４３８０−9８７６へ。
また、小金井阿波おどりホームページ（htt
ps://www.koganeiawaodori.jp/）でも
お知らせします

令和５（2023）年

毎月１・15日発行

NO.1535 7 15/
こきんちゃん

ホ ー ム ペ ー ジ　https://www.city.koganei.lg.jp/
モバイル（携帯電話）版　http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.html

イベント等の最新情報について
は、事前に各担当部署や主催者に
お問い合わせいただくか、市ホー
ムページをご確認ください。



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。
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日

相談名 と　き ところ・問合先

市 民 相 談 月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）

広報秘書課広聴係（市役所第二
庁舎１階☎０４２−３８７−９８１８）

外
がい

国
こく

人
じん

相
そう

談
だん

（En g l i s h）
随
ずい

時
じ

（Irregular）
▷ところ＝市民相談室
▷予約が必要です（法律相談、
税務相談は月１回まで）
▷法律相談、交通事故相談は、
７月１８日から、直接または電話
で受け付け
▷外国人相談は、相談日の１週
間前までに、直接または電話で
受け付け（For English consul 
tations, reservation by phone 
or in person is requested a 
week in advance.）
▷その他の相談は、相談日の当
日午前９時〜正午に、直接また
は電話で受け付け
▷広報秘書課広聴係（☎０４２−
３８７−９８１８）へ予約してくださ
い

法 律 相 談 ８月１・３・８・１０・１５・
１７・２２・２４・２９・３１日

午前９時
〜正午

税 務 相 談 ８月９・２３日

い
ず
れ
も
午
後
１
時
３０
分
か
ら

人 権 ・
身 の 上 相 談 ８月２１日

建 築・ 登 記・
表示登記相談 ８月２日

行 政 相 談 ８月１７日

相続等暮らしの
書類作成相談 ８月１６日

交通事故相談 ８月８日

年金・労務・成
年後見制度相談 ８月１日

手話通訳者設置
▷午前９時〜午後１時＝８月７・１４・
２１・２８日▷午後１時〜５時＝８月３・
１０・１７・２４・３１日

自立生活支援課（市役所第二庁
舎２階☎０４２−３８７−９８４１f０４２
−３８４−２５２４）

女性総合相談
（夫婦・家族・
人 間 関 係）

８月４・１０・１８・２５日
午後１時３０分〜４時３０分
※保育あり（１歳以上の未就学児。要
事前申込）

▷ところ＝市民相談室
▷企画政策課男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）へ予約し
てください

ひ と り 親・
女 性 相 談

月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）

子育て支援課（市役所第二庁舎
３階☎０４２−３８７−９８３６）

教 育 相 談 月曜〜土曜日
午前９時〜午後４時３０分

教育相談所（本町６−５−３シ
ャト−小金井別館３階☎０４２−
３８４−２５０８）

消費生活相談
月曜〜金曜日
午前９時３０分〜午後４時
（正午〜午後１時を除く）

経済課（市役所第二庁舎４階☎
０４２−３８４−４９９９）

相談名 と　き ところ・問合先

労 働 相 談
月曜〜金曜日
午前９時〜午後５時
（正午〜午後１時を除く）

労働相談情報センタ−多摩事務所（立川市
柴崎町３−９−２　６階☎０４２−５９５−８００４）

高 齢 者 介 護
相 談

月曜〜土曜日
午前９時〜午後５時３０分

▷小金井きた地域包括支援センタ−
（桜町１−９−５☎０４２−３８８−２４４０）

▷小金井みなみ地域包括支援センタ−
（前原町５−３−２４☎０４２−３８８−８４００）

▷小金井ひがし地域包括支援センタ−
（中町２−１５−２５☎０４２−３８６−６５１４）

▷小金井にし地域包括支援センタ−
（貫井北町２−５−５☎０４２−３８６−７３７３）

高 齢 者 向 け
住宅改修相談

第１〜４火曜日、第２・４木曜日
午後１時１５分〜５時１５分
※電話で各地域包括支援センタ−
へ予約してください

木 造 住 宅
耐 震 相 談

第２木曜日
午後１時３０分〜４時３０分

まちづくり推進課住宅係
（市役所第二庁舎５階☎０４２−３８７−９８６１）
へ１週間前までに予約してください

シルバ−人材
セ ン タ −
入 会 相 談

第２木曜日
（祝日の場合は第１木曜日）
午後１時〜３時
（午後１時までに来所の方）

シルバ−人材センタ−本町作業所
（本町６−５−１６☎０４２２−２７−７１１７）

福祉サ−ビス
苦 情・ 相 談

水曜日
午後１時〜５時

福祉オンブズマン事務局
（市役所第二庁舎８階８０２会議室☎f＝０４２
−３８３−１２２５）へ予約してください

創 業 相 談
店舗・事務所
物件探し相談

月曜〜金曜日
午前１０時〜午後６時

▷ところ＝東小金井事業創造センタ−
（梶野町１−２−３６）
▷同センタ−ホ−ムペ−ジ
（https://ko-to.info/）申込フォ−ムま
たは電話（☎０４２２−３１−２０４０）で予約して
ください

福祉総合相談
（ひきこもり
相 談 含 む）

▷月曜〜金曜日
午前８時３０分〜午後５時
▷原則第１日曜日（市休日窓口の
第一開庁日に準ずる）

福祉総合相談窓口（自立相談サポ−トセン
タ−）
（本町５−３６−１７☎０４２−３８６−０２９５）

◆◆各種審議会等の開催日程◆◆
名　称 と　き ところ 内　容 問合先

土地開発公社評議員会 ７月１９日（水）
１４：００〜

市役所本庁舎３階
第一会議室

資産（土地）の取
得について　ほか

土地開発公社事務局
（☎０４２-３８７-９８５１）

長期計画審議会 ７月２５日（火）
１０：００〜

市役所本庁舎３階
第一会議室

基本計画の推進お
よび効果検証等に
ついて

企画政策課企画政策係
（☎０４２-３８７-９８００）

男女平等推進審議会 ７月２５日（火）
１４：００〜

市役所西庁舎２階
第五会議室

男女共同参画施策
の推進について

企画政策課男女共同参画室
（☎０４２-３８７-９８５３）

公共下水道事業審議会 ７月２７日（木）
１０：００〜

本町暫定庁舎１階
第一会議室

下水道事業会計決
算報告　ほか

下水道課業務設備係
（☎０４２―３８７―９８２８）

介護保険運営協議会 ７月２７日（木）
１４：００〜

市役所第二庁舎８
階８０１会議室

計画策定に関する
専門委員会

介護福祉課介護保険係
（☎０４２-３８７-９８２２）

防災会議 ７月２８日（金）
１４：００〜

市民会館・萌え木
ホール（商工会館
３階）A・B会議室

総合防災訓練の実
施について　ほか

地域安全課防災消防係
（☎０４２-３８７-９８０７）

国民保護協議会 ７月２８日（金）
１５：００〜

市民会館・萌え木
ホール（商工会館
３階）A・B会議室

国民保護計画の改
訂について　ほか

地域安全課地域安全係
（☎０４２-３８７-９８０６）

消費生活審議会 ７月３１日（月）
１５：３０〜

本町暫定庁舎１階
第一会議室

これからの消費者
行政の在り方につ
いて

経済課消費生活係
（☎０４２-３８７-９８３１）

※傍聴については事前にお問い合わせください

　庁舎等複合施設（新庁舎・（仮称）新福祉会館）
建設事業は、新型コロナウイルス感染症による影
響や市議会において複数の決議が可決された状況
等を踏まえ、令和３年１２月に実施設計を中断しま
した。令和４年度には、市長と市議会との意見交
換の場（庁舎等建設に関する協議会）を設置し、
現在の実施設計および建設時期を見直すことなど
も含め協議を行いましたが、本事業の進捗を図る
ための論点整理までには至りませんでした。
　その後、本事業の早期実施に向けた財源計画や
建設スケジュール等を検討し、令和５年５月に現
設計を基本に可能な限り早期実施をめざす、再開
方針（案）を作成するとともに、令和５年第２回
市議会定例会に再開に係る予算案を提出しました
が、市議会４会派から現設計のうち１０項目の検証
を実施する予算を含めた修正予算案が提出され、
可決されました。
　今後は、コストダウン等の観点から現設計の検
証を８月まで行い、その結果を踏まえ、事業を進
めてまいります。
　検証結果、事業の動向等については、随時お知
らせします。
i企画政策課企画政策係（☎０４２−３８７−９８００）

庁舎等複合施設建設事業の庁舎等複合施設建設事業の
進進捗捗

ちょくちょく

状況について状況について

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・7・15 2
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字
数
４００
字
詰
め
原
稿
用
紙
５
枚

以
内
（
必
ず
題
名
を
付
け
て
く
だ

さ
い
）

■
表
彰
▽
大
賞
＝
中
学
生
の
部
、

小
学
生
の
部
各
１
人
▽
優
秀
作
品

＝
２
作
品
程
度

e
▽
令
和
６
年
３
月
１０
日
に
、
入

賞
者
に
は
賞
状
お
よ
び
記
念
品
を

授
与
す
る
ほ
か
、
作
品
の
朗
読
を

行
っ
て
も
ら
い
ま
す
▽
提
出
さ
れ

た
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
▽
入

賞
者
の
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・

作
品
を
公
表
し
ま
す
（
匿
名
不

可
）
▽
応
募
は
１
人
１
通

m
８
月
３１
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

郵
送
ま
た
は
直
接
、
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
学

校
名
・
学
年
を
明
記
し
、
広
報
秘

書
課
広
聴
係
（
〒
１８４

−
８
５
０
４

住
所
不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
１

階
☎
０４２

−
３８７

−
９
８
１
８
）
へ

後
期
高
齢
者

後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

〈
保
険
証
の
更
新
〉

　

８
月
１
日
か
ら
、
一
部
負
担
金

の
割
合
が
変
わ
る
方
に
は
、
７
月

末
ま
で
に
新
し
い
保
険
証
を
簡
易

書
留
で
送
付
し
ま
す
。
旧
保
険
証

は
同
封
す
る
封
筒
で
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

　

割
合
が
変
わ
ら
な
い
方
に
は
、

新
し
い
保
険
証
は
送
付
し
ま
せ

ん
。
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
を
続

け
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

【�

一
部
負
担
金
の
割
合
に
つ
い
て
】

▽
３
割
負
担
＝
同
じ
世
帯
の
被
保

険
者
の
中
に
住
民
税
課
税
所
得
が

１４５
万
円
以
上
の
方
が
い
る
場
合

▽
２
割
負
担
＝
以
下
の
❶
❷
両
方

に
該
当
す
る
場
合

❶
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
中

に
、
住
民
税
課
税
所
得
が
２８
万
円

以
上
１４５
万
円
未
満
の
方
が
い
る

❷
「
年
金
収
入
」
＋
「
そ
の
他
の

合
計
所
得
金
額
」
の
合
計
額
が
、

被
保
険
者
が
１
人
の
場
合
は
２００
万

円
以
上
（
被
保
険
者
が
２
人
以
上

の
場
合
は
合
計
３２０
万
円
以
上
）
で

あ
る

▽
１
割
負
担
＝
同
じ
世
帯
の
被
保

険
者
全
員
の
住
民
税
課
税
所
得
が

い
ず
れ
も
２８
万
円
未
満
の
場
合
、

ま
た
は
２
割
負
担
の
条
件
❶
に
は

該
当
す
る
が
❷
に
は
該
当
し
な
い

場
合

※
▽
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
、
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
▽
住

民
税
課
税
所
得
は
、
市
民
税
・
都

民
税
納
税
・
税
額
決
定
通
知
書
の

課
税
標
準
額
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

【�

３
割
負
担
の
対
象
外
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
】

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１４５
万
円
以

上
で
も
、
以
下
に
該
当
す
る
場
合

は
３
割
負
担
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

▽
昭
和
２０
年
１
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
被
保
険
者
お
よ
び
同
じ
世
帯

の
被
保
険
者
の
、
賦
課
の
も
と
と

な
る
所
得
金
額
の
合
計
額
が
２１０
万

円
以
下
の
場
合
（
申
請
不
要
）

▽
令
和
4
年
１
月
〜
１２
月
ま
で
の

収
入
額
が
、
１
人
世
帯
で
３８３
万
円

未
満
の
場
合
、
ま
た
は
本
人
お
よ

び
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
（
被
保

険
者
で
な
い
７０
〜
７４
歳
の
方
を
含

む
）
の
方
の
収
入
額
合
計
が
５２０
万

円
未
満
の
場
合
※
申
請
不
要
（
収

入
額
等
確
認
で
き
な
い
場
合
の
み

申
請
書
を
送
付
）

〈�

減
額
認
定
証
・
限
度
額
適
用
認

定
証
の
更
新
〉

【�

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

へ
】

　

被
保
険
者
で
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
に
は
、
申
請
に
よ
り
、
入

院
時
の
食
事
代
や
保
険
適
用
の
負

担
が
減
額
さ
れ
る
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
交
付

し
ま
す
。

【�

②
自
己
負
担
割
合
が
３
割
の
方

へ
】

　

同
一
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の

住
民
税
課
税
所
得
が
い
ず
れ
も
６９０

万
円
未
満
の
方
に
は
、
申
請
に
よ

り
、
保
険
適
用
の
医
療
費
の
自
己

負
担
限
度
額
が
適
用
さ
れ
る
限
度

額
適
用
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

―
―
◇
①
②
共
通
◇
―
―

　

有
効
期
限
は
い
ず
れ
も
令
和
５

年
７
月
３１
日
で
す
。
現
在
交
付
さ

れ
て
い
る
方
で
条
件
に
該
当
す
る

方
は
、
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
７
月
末
ま
で
に
新

し
い
認
定
証
を
送
付
し
ま
す
。

―
―
◇
全
項
共
通
◇
―
―

i
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
４
）

健康ガイド
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〒
184
ー
0
0
1
5

　
貫
井
北
町
５
ー
18
ー
18

（
☎
042
ー
321
ー
1
2
4
0
）

８
月
の
乳
幼
児
・
産
婦
健
康
診
査

　

対
象
の
方
に
は
、
案
内
状
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
届
か
な
い
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

i
健
康
課

健康診査名 と　き 対　象

３〜４か月
児・産婦健
康診査

８／３（木） 令和５年４月
生まれの乳児
と母親　／１７（木）

１歳６か月
児健康診査

８／１（火） 令和４年１月
生まれの幼児　／２２（火）

３歳児健康
診査

８／９（水） 令和２年７月
生まれの幼児　／３０（水）

栄
養
講
習
会

備
蓄
食
品
で
お
い
し
い
食
事

d
８
月
１８
日
（
金
）
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分
b
保
健
セ
ン
タ
ー
u
栄

養
講
義
等
t
市
内
在
住
の
１８
歳
以

上
の
方
s
１２
人
（
申
込
順
）
m
７

月
１８
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

未
就
学
児
親
子
歯
科
教
室

d
８
月
２
日
（
水
）
午
後
３
時
か

ら
、
３
時
３０
分
か
ら
b
保
健
セ
ン

タ
ー
u
歯
科
健
診（
幼
児
の
み
）、

歯
磨
き
練
習
、
食
育
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
な
ど
t
平
成
２９
年
４
月
２

日
〜
令
和
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
幼
児
と
保
護
者
s
各
回
５
組

（
申
込
順
）
m
７
月
１５
日
か
ら
、

電
話
で
健
康
課
へ

薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
募
集

　

東
京
都
薬
物
乱
用
防
止
小
金
井

地
区
推
進
協
議
会
で
は
、
小
金
井

警
察
署
等
の
関
係
団
体
と
連
携

し
、
若
者
を
有
害
薬
物
か
ら
守
る

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
一
つ
と
し
て
、
危
険
ド
ラ

ッ
グ
等
の
有
害
薬
物
を
撲
滅
し
、

明
る
く
健
全
な
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
薬
物
乱
用
防
止
指

導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
指
導
員
に
は
、
薬
物
乱
用
防

止
の
広
報
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

t
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
m
電
話

で
、
同
協
議
会
事
務
局
（
健
康
課

内
☎
０４２

−

３２１

−

１
２
４
０
）
へ

愛
の
献
血

d
８
月
６
日
（
日
）
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分
、
午
後
１
時
〜
４
時
b

ＪＲ
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
（
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
コ

ー
ト
）
t
１６
〜
６４
歳
の
方
※
６０
〜

６４
歳
に
献
血
経
験
の
あ
る
方
は
、

６９
歳
ま
で
献
血
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
■
実
施
団
体
東
京
都
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
i
健
康
課

福
祉
福
祉
ののひろ

ば
ひ
ろ
ば

障
害
者
地
域
自
立
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
主
催
講
演
会

高
次
脳
機
能
障
害
の
あ
る
方

の
社
会
的
行
動
障
害
と
対
応

d
８
月
３０
日（
水
）午
後
６
時
〜
８

時
b
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
オ

ン
ラ
イ
ン
k
渡
邉
修
さ
ん（
医
師
）

t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

s
５０
人（
申
込
順
）
m
７
月
１５
日
〜

８
月
２３
日
に
、
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s://

m
arim

o
kai.jp

/facility/ko
ga

n
ei

）
か
ら
i
障
害
者
地
域
自
立

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
１
階
☎
０４２

−

３８１

−

８

８
１
１
f
０４２

−

３８３

−

８
４
８
８
）

重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
等

在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事
業

　

介
護
す
る
家
族
等
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
居
宅
に
訪
問
看
護
師
を

派
遣
し
ま
す
。

t
市
内
在
住
で
６５
歳
未
満
の
方
の

う
ち
、
主
治
医
の
指
示
に
よ
り
訪

問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
▽
医
療
的
な
ケ
ア
を
必
要

と
し
、
１８
歳
に
達
す
る
ま
で
に
、

愛
の
手
帳
１
度
ま
た
は
２
度
程
度

の
知
的
障
が
い
が
あ
り
、
か
つ
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
程
度
の
身
体
障
が
い
の
あ
る
方

▽
医
療
的
な
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

１８
歳
未
満
の
方
■
派
遣
時
間
１
回

に
つ
き
２
〜
４
時
間
の
範
囲
で
３０

分
単
位
、
１
年
度
の
上
限
は
９６
時

間
e
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
一

部
自
己
負
担
有
り
i
自
立
生
活
支

援
課
相
談
支
援
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
１
f
０４２

−

３８４

−

２
５
２

４
）障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
の
ご
利
用
を

　

自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
身
体
機
能
・
生
活
能
力
の
維

持
向
上
等
に
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

d
毎
週
月
曜
・
木
曜
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
b
同
セ
ン

タ
ー
t
難
病
の
方
も
し
く
は
、
原

則
、
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
て
い

る
６５
歳
未
満
の
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
▽
身
体
に
障

が
い
が
あ
り
、
機
能
回
復
訓
練
を

希
望
す
る
方
▽
病
気
に
よ
り
会
話

が
不
自
由
に
な
り
言
語
訓
練
を
希

望
す
る
方
n
障
害
者
総
合
支
援
法

に
基
づ
く
算
定
額
e
機
能
訓
練

は
、
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

・
言
語
聴
覚
士
が
行
い
ま
す
i
同

セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３８１

−

８
４
１

１
＝
日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）

と　き ところ 内　容

乳幼児健康相談
（のびのび広場相談）

８月２日（水）
１３：３０〜１５：００

公民館貫
井南分館

▷身体測定、育児
および保健・栄養
相談・母乳相談
▷歯科相談（保健
センター・公民館
東分館のみ実施）
t乳幼児。妊産婦

８月１８日（金）
１３：３０〜１５：００ 婦人会館

８月２３日（水）
１３：３０〜１５：００

公民館東
分館

８月２８日（月）
１３：３０〜１５：００

桜町上水
会館

８月３１日（木）
９：３０〜１１：００

保健セン
ター

栄養相談
（管理栄養士）

８月１８日（金）
１３：３０〜１５：３０

保健セン
ター

▷食生活で気にな
ること、離乳食な
ど▷要予約

※保健師・管理栄養士・歯科衛生士による電話相談は随時受け付けます

i健康課—８月の各種事業案内——８月の各種事業案内—

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・7・153



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

予
防
接
種
等
保
健
衛
生
事
業
は
健
康
ガ
イ
ド
へ

子子
どど
もも

子子
育育
てて

第第
7373
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

子
ど
も
映
画
会

子
ど
も
映
画
会

d
８
月
２９
日
（
火
）
午
後
２
時
～

４
時
b
小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
u
上
映
作
品
「
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
」
s
５００
人
（
申
込
順
）

e
▽
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
▽
車
で
の
来
場
お
よ
び
会

場
で
の
飲
食
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

▽
熱
中
症
対
策
を
万
全
に
し
て
く

だ
さ
い
m
７
月
１５
日
～
８
月
１５
日

に
、
市
申
込
フ
ォ

ー
ム
（h

ttp
s://

lo
go

fo
rm

.jp
/f/

an
S
im

）
で
i

地

域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
９
１
５
）

子
ど
も
子
育
て
支
援
講
座

ひ
が
し
赤
ち
ゃ
ん
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

d
９
月
７
日
、２１
日
、１０
月
５
日
、

１９
日
、
１１
月
２
日
、
１６
日
、
１２
月

１４
日
い
ず
れ
も
木
曜
日
午
前
１０
時

～
１１
時
３０
分
（
全
７
回
）
b
公
民

館
東
分
館
k
野
村
泉
さ
ん
（
栄
養

士
）
ほ
か
t
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
、
第
一
子
が
令
和
４
年
１０

月
１
日
以
降
に
誕
生
し
た
保
護
者

と
子
ど
も
s
８
組
（
申
込
順
）
m

７
月
１９
日
か
ら
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
１

組
１
通
）
に
住
所
・
保
護
者
と
子

ど
も
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
（
月
齢
）・
性
別
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
公
民
館
東
分
館
「
ひ

が
し
赤
ち
ゃ
ん
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
係
」（
☎

０４２

−

３８４

−

４
４
２
２
ak0

2
0
4
1
 

3
@

k.em
ail.n

e.jp

）
へ

市申込フォーム

市
難
病
者
福
祉
手
当
を
支
給

７
月
期
分（
４
〜
７
月
該
当
分
）

■
振
込
日
７
月
３１
日
（
月
）

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
▽
振
込
日
以
降
、
７

日
を
過
ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な
い

場
合
▽
氏
名
ま
た
は
住
所
、
口
座

を
変
更
し
た
場
合
▽
施
設
に
入
所

し
た
場
合
▽
疾
病
状
況
が
変
化
し

た
場
合
▽
手
当
を
辞
退
す
る
場
合

i
自
立
生
活
支
援
課
障
害
福
祉
係

（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
２
）

オ
ン
ラ
イ
ン
で
介
護
予
防
教
室

d
u
①
７
月
２７
日
（
木
）
午
前
９

時
３０
分
～
１１
時
３０
分
＝
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
教
室
②
８
月
３
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
１１
時
＝
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
教

室
③
８
月
１０
日
～
９
月
２１
日
の
毎

週
木
曜
日
午
前
１０
時
～
１１
時
＝
介

護
予
防
教
室
（
全
９
回
）
b
①
②

上
之
原
会
館
③
オ
ン
ラ
イ
ン
t
１

人
で
運
動
が
で
き
る
、
市
内
在
住

の
お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
方
s
２０

人（
申
込
順
）
m
７
月
１８
日
か
ら
、

電
話
で
介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係

（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
５
）
へ

ス
マ
ホ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
的
な

操
作
と
高
齢
者
に
接
す
る
と
き
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
高
齢
者
に
ス

マ
ホ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

d
８
月
１７
日
～
３１
日
の
毎
週
木
曜

日
午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

（
全
３
回
）
b
中
町
桜
並
集
会
所

k
佐
藤
弥
子
さ
ん　

（
シ
ニ
ア
Ｉ

Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
t
市
内
在
住

・
在
勤
の
方
s
２０
人
（
申
込
順
）

m
７
月
１８
日
か
ら
、
電
話
で
介
護

福
祉
課
包
括
支
援
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
５
）
へ

市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
認
定
サ
ブ

ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座
説
明
会

　

介
護
予
防
や
地
域
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
職

員
の
補
助
と
し
て
活
動
す
る
元
気

な
高
齢
者
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

d
①
８
月
４
日
（
金
）
②
９
月
５

日
（
火
）
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

b
市
役
所
第
二
庁
舎
８
階
８０１
会
議

室
t
市
内
在
住
の
要
介
護
認
定
等

を
受
け
て
い
な
い
お
お
む
ね
６５
歳

以
上
の
方
s
各
日
１０
人
（
申
込

順
）
m
①
７
月
１８
日
～
８
月
３
日

②
７
月
１８
日
～
９
月
４
日
に
、
電

話
ま
た
は
直
接
、
介
護
福
祉
課
包

括
支
援
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２

階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
５
）
へ

講座や実習において
知識、技術の提供

スタッフの補助として関わる

「生活目標」の
達成をサポート

「生活目標」の
達成をめざす

地域へ参加

通所介護
サービス事業所

利用者
（要支援者）

サブスタッフ
（地域住民）

地域における通いの場や
住民主体の活動運営

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

基
礎
学
習
無
料
体
験
教
室

d
８
月
２２
日（
火
）～
２４
日（
木
）

午
前
９
時
～
１１
時
b
同
セ
ン
タ
ー

本
町
作
業
所
（
本
町
６

−

５

−

１６
）
t
u
小
学
校
３
～
６
年
生
＝

算
数
、
中
学
生
＝
英
語
・
数
学
・

学
習
相
談
k
同
セ
ン
タ
ー
会
員
s

２０
人
（
申
込
順
）
m
７
月
１８
日
か

ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
同
セ
ン

タ
ー
（
梶
野
町
４

−

２

−

７
☎
０

４
２
２

−

２７

−

７
１
１
７
）
へ

無
料
で
介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
通
信
を
含
む
）
を
実
施

d
９
月
５
日
～
１０
月
３１
日
の
毎
週

火
曜
・
木
曜
日
原
則
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
全
１７
回
）
b
む
さ
し

介
護
ア
カ
デ
ミ
ー
（
国
分
寺
市
南

町
３

−

２３

−

２
）
t
市
内
在
住
・

在
勤
で
、
事
業
所
に
介
護
職
員
と

し
て
勤
務
し
て
い
る
方
（
予
定
・

希
望
も
含
む
）
s
１５
人
（
多
数
抽

選
）
m
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
必
要

書
類
を
確
認
の
う
え
、
７
月
２６
日

ま
で
に
、
直
接
、
介
護
福
祉
課
包

括
支
援
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２

階
☎
０４２

−
３８７
−
９
８
４
５
）
へ

善
意
善
意
のの

輪輪

社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎
３
月
分

【
一
般
寄
附
】

▽
３
万
円
＝
小
金
井
市
ダ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
連
盟
▽
２
万
円
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ａ
Ｃ
Ｔ
小
金
井
た
す
け
あ
い

ワ
ー
カ
ー
ズ
ほ
っ
と
わ
あ
く
▽
１

万
千
９３７
円
＝
ぐ
る
ー
ぷ
欅
▽
５
千

円
＝
多
摩
友
の
会
小
金
井
・
府
中

方
面
▽
３
千
円
＝
匿
名

【
特
定
寄
附
】

◆
子
育
て
支
援
の
た
め
に

▽
１１
万
３
千
９４９
円
＝
前
原
町
二
丁

目
町
会
▽
７
千
５８１
円
＝
東
京
学
芸

大
学
▽
千
５４７
円
＝
第
一
小
学
校
卒

業
対
策
委
員
会

◆
障
害
者
福
祉
の
た
め
に

▽
３
万
５
千
円
＝
八
重
垣
稲
荷
神

社
つ
ば
き
会

◎
４
月
分

【
一
般
寄
附
】

▽
２
万
５
千
円
＝
コ
ー
ラ
ス
は
な

▽
５
千
７９３
円
＝
小
金
井
ピ
ア
・
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
会
▽
４
千
１５４
円
＝

匿
名
▽
３
千
６８４
円
＝
匿
名

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
重
点
支
援

価
格
高
騰
重
点
支
援

給
付
金
の
対
象
者
を
拡
大

給
付
金
の
対
象
者
を
拡
大

　

給
付
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

t
①
世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
住

民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯
②

世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
住
民
税

均
等
割
の
み
が
課
税
（
所
得
割
が

非
課
税
）
の
世
帯
③
令
和
５
年
１

月
～
９
月
の
収
入
が
減
少
し
、
住

民
税
均
等
割
の
み
課
税
の
世
帯
相

当
の
収
入
と
な
っ
た
世
帯
■
給
付

額
１
世
帯
３
万
円
■
申
請
期
限
１０

月
３１
日
（
火
）
■
申
請
方
法
①
令

和
５
年
６
月
１
日
時
点
で
住
民
登

録
の
あ
る
方
へ
送
付
す
る
確
認
書

等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
②
③
申
請
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
i
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３１６

−

１
４
２
０
＝
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

所得割非課税相当収入限度額早見表（家計急変世帯対象）
扶養している
親族の状況

住民税均等割のみ課税世帯
（所得割非課税世帯）

単身または扶養親族がいな
い場合 １００万円

配偶者・扶養親族（１人）
を扶養している場合（２人
世帯）

１７０万円

配偶者・扶養親族（計２人）
を扶養している場合（３人
世帯）

２２１万５千円

配偶者・扶養親族（計３人）
を扶養している場合（４人
世帯）

２７１万５千円

配偶者・扶養親族（計４人）
を扶養している場合（５人
世帯）

３２１万５千円

障害者、未成年者、寡婦、
ひとり親の場合 ２０４万３千円

（例）令和５年１月～９月までの任意の一か月収入（給
与・事業・不動産・年金）×１２倍した額と比較

d７月１８日（火）午後１時～２
時、３時～４時
b市民会館・萌え木ホール（商
工会館３階）
t市内在住のおおむね７５歳まで
の方
s各回２０人
e個別相談会あり
m７月１８日正午までに、電話で
介護福祉課包括支援係（☎０４２
−３８７−９８４５）へ

プレシニア・シニアのプレシニア・シニアの
ための社会参加説明会ための社会参加説明会
−退職後の地域活動について−退職後の地域活動について

一緒に考えます一緒に考えます

地域包括支援センター
公式ＬＩＮＥアカウント

高齢者の生活に役立つ情報等を発信していきます。
i介護福祉課包括支援係（☎０４２−３８７−９８４５）

■小金井みなみ
地域包括支援セ
ンター

■小金井きた地
域包括支援セン
ター

■小金井ひがし
地域包括支援セ
ンター

■小金井にし地
域包括支援セン
ター

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・7・15 4
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子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

カ
ル
ガ
モ
教
室

　

身
体
を
動
か
す
運
動
遊
び
や
親

同
士
の
交
流
・
育
児
情
報
の
提
供

を
行
い
ま
す
。

d
８
月
２３
日
（
水
）、
９
月
２７
日

（
水
）午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分（
全

２
回
）
b
保
健
セ
ン
タ
ー
t
令
和

４
年
６
月
〜
１０
月
生
ま
れ
の
子
ど

も
と
保
護
者
s
１０
組
（
申
込
順
）

m
７
月
２０
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は

直
接
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー（
☎
０４２

−

３２１

−

３
１
４
１
＝
月

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）へ

特
別
支
援
教
育
研
修
会

　

「
学
校
と
医
療
が
連
携
し
た
発

達
障
害
の
理
解
と
対
応
」
を
テ
ー

マ
に
、
小
児
科
医
か
ら
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
に

対
す
る
指
導
の
工
夫
や
対
応
の
ポ

イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

d
８
月
１
日
（
火
）
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時
３０
分
b
第
三
小
学
校
体

育
館
s
１０
人
（
申
込
順
）
m
７
月

１５
日
か
ら
、電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、氏
名
・
参
加
人
数
・
電
話
番

号
を
指
導
室
指
導
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
７
７
f
０４２

−

３８３

−

１
１
３

３
）
へ

図
書
館
貫
井
北
分
室

一
日
図
書
館
員
を
募
集

d
８
月
９
日
（
水
）
午
前
８
時
３０

分
〜
正
午
b
図
書
館
貫
井
北
分
室

t
市
内
在
住
・
在
学
の
中
学
生
s

５
人
（
申
込
順
）
m
７
月
１５
日
か

ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
図
書
館

貫
井
北
分
室
（
☎
０４２

−

３８５

−

３
５

６
１
）
へ

子
ど
も
体
験
講
座

も
え
る
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

線
香
花
火
を
つ
く
ろ
う

d
８
月
２７
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

４
時
b
公
民
館
緑
分
館
k
坂
口
美

佳
子
さ
ん
（
科
学
読
物
研
究
会
会

員
）
t
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

生
（
初
め
て
参
加
す
る
方
優
先
）

s
２０
人
（
多
数
抽
選
）
n
２００
円
e

保
育
有
り
（
お
お
む
ね
２
歳
以

上
。
要
事
前
申
込
）
m
７
月
３１
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
い
ず
れ
も
１

人
１
通
）
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
学
年
・
電
話
番
号
・
保

育
の
有
無
を
明
記
し
、
公
民
館
緑

分
館
「
線
香
花
火
係
」（
〒
１８４

−

０
０
０
３
緑
町
３

−

３

−

２３
☎
０４２

−

３８７

−

７
３
０
１
ak0

2
0
4
9
9
 

@
ko

gan
ei-sh

i.jp

）
へ

移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
休
憩
室
を

貸
し
出
し

　

市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
安
心
し
て

参
加
で
き
る
よ
う
、
お
む
つ
交
換

お
よ
び
授
乳
を
行
う
た
め
の
移
動

式
テ
ン
ト
を
希
望
す
る
団
体
に
貸

し
出
し
ま
す
。
市
内
で
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
際
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

■
貸
出
範
囲
市
が
主
催
、
共
催
、

後
援
ま
た
は
協
賛
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
場
合
、
小
金
井
子
ど

も
・
子
育
ち
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
の
参
加
団
体
が
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
場
合
等
■
貸
出
期
間

イ
ベ
ン
ト
開
催
期
間
に
前
後
１
日

を
加
え
た
期
間
（
最
長
７
日
間
）

i
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
６
）

第
６
回
定
例
会

�

（
５
月
２３
日
開
催
）

【
報
告
事
項
】

▽
令
和
４
年
度
小
金
井
市
立
小

・
中
学
校
の
不
登
校
児
童
・
生

徒
数
に
つ
い
て
▽
小
学
校
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
鑑
賞
教
室
に
つ
い
て

▽
中
学
校
合
唱
鑑
賞
教
室
に
つ

い
て
▽
公
民
館
緑
分
館
の
宿
泊

事
業
及
び
野
外
調
理
場
の
検
討

状
況
に
つ
い
て

　

会
議
録
は
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
第
二
庁
舎
６

階
）、
図
書
館
本
館
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
次
回
教
育
委
員
会
の
日
程

d
７
月
２５
日
（
火
）
午
後
１
時

３０
分
か
ら
b
市
役
所
本
庁
舎
３

階
第
一
会
議
室
i
庶
務
課
庶
務

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
７
階
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
７
２
）

　

入
選
作
品
を
、
来
年
１
月
に

行
う
予
定
の
新
春
た
こ
あ
げ
大

会
で
配
布
す
る
「
凧
の
絵
」
と

し
て
採
用
し
ま
す
。

t
市
内
在
住
の
小
学
生

■
テ
ー
マ
辰
（
た
つ
）

■
応
募
条
件
▽
１
人
１
点
▽
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
▽
Ｂ
３
判
程

度
（
５２
㌢
㍍
×
３７
㌢
㍍
）
ま
で

で
縦
長
に
製
作
▽
画
材
は
自
由

（
鉛
筆
、
薄
い
線
を
除
く
）
▽

絵
の
中
に
「
令
和
６
年
」
ま
た

は
「
２
０
２
４
（
年
）」
を
入

れ
る
こ
と

■
入
賞
入
選
１
点
、
佳
作
１０
点

（
入
賞
者
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈

呈
）

■
作
品
の
扱
い
▽
た
こ
原
画
コ

ン
ク
ー
ル
展
（
た
こ
あ
げ
大
会

会
場
で
開
催
）
に
展
示
▽
主
催

者
お
よ
び
第
三
者
発
行
の
印
刷

物
等
へ
の
掲
載
（
学
校
名
・
学

年
・
氏
名
を
含
む
）

■
応
募
方
法
m
８
月
１８
日
ま
で

に
、
作
品
の
裏
面
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号

・
学
校
名
・
学
年
を
明
記
し
、

直
接
、
各
児
童
館
ま
た
は
児
童

青
少
年
課
児
童
青
少
年
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
７
）
へ

昨
年
の
入
選
作
品（
中
釡
お
り
は
さ
ん
）

た
こ
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

た
こ
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

「
凧た

こ

の
絵
」募
集

施設名 催し（原則保護者同伴）

小金井けやきの森認定こ
ども園
（☎０４２−４０１−１６３８）※３

親子でリトミック※１＝d①２日（水）②２３日（水）午前１０時からt
１～３歳児s各日１０組m①７月２６日から②８月１６日から、親子でた
いそう※１＝d９日（水）午前１０時からt１～３歳児s１０組m８月１日
から、ぽこあぽこ　はじめまして赤ちゃん※１＝d１６日（水）午前
９時４５分からt出産を控えた妊婦とパートナーs２組m８月９日か
ら

光明第二
（☎０４２−３８１−８７０６）※３

水遊び（雨天時＝感触遊び）※１＝d１７日（木）午前１０時からt未
就園児s８組m７月１８日から

貫井
（☎０４２−３８１−３５７５）※３

みんなで遊ぼう※１＝d毎週水曜日午前１０時からt未就園児s
各日５組m７月２４日から

アスク武蔵小金井北口
（☎０４２−３８６−８５０５）※３

水遊び※１＝d３日（木）、９日（水）、２２日（火）、２９日（火）午前１０時か
らt１０か月～２歳児s各日３組m７月１８日から、ベビーマッサージ
※１＝d５日（土）午前１０時からt２～１０か月s１０組m７月１８日から

駅前コスモ
（☎０４２−３８３−７７５５）※２

保育園体験※１＝d２８日（月）午前９時４５分からt妊婦とパートナ
ーs３組m７月１８日から

うぃず武蔵小金井
（☎０４２−３１６−４９１２）※３

英語レッスン体験※１＝dt毎週火曜日＝０～１歳児・毎週木曜日
＝２歳児d午後４時からs各日２組m７月１８日から

グローバルキッズ武蔵小
金井
（☎０４２−３８７−８０２２）※３

屋上で水遊び※１＝d１０日～２４日の毎週木曜日午前１０時からt
未就園児s各日５組m７月２０日から

第六コスモ
（☎０４２−３８３−３８３８）※３

朝のお集まりに参加しませんか？※１＝d毎週火曜～木曜日午
前９時４５分からt０～１歳児s各日４組m７月１５日から

小金井公園ハイジ
（☎０４２−３１６−６６７４）※２

赤ちゃんようこそピーカブー※１＝d２２日（火）午前９時３０分から
t生後４か月までの乳児または妊婦s３組m７月１８日から

施設名 催し（原則保護者同伴）

キッズガーデン小金井桜町
（☎０４２−３１６−５１７０）※３

葉っぱスタンプ・ecoバッグ作り体験※１＝d２２日（火）午
前１０時からt未就学児s１０組m７月２４日から

上水ハイジ
（☎０４２−３１６−１７７１）※２

ピーカブー※１＝d３１日（木）午前９時３０分からt生後４か
月までの乳児または妊婦s３組m７月２５日から

キッズガーデン新小金井
（☎０４２−３１６−５９５６）※３

光の子育て広場（おにわで水遊び）※１＝d毎週火曜～木
曜日午前１０時から（１６日を除く）t未就学児s各日４組m７
月１５日から、ママカフェ※１＝d１０日（木）、２４日（木）午前
１０時からt妊婦とパートナー・出産後の０歳児保護者s各
日４組m７月１５日から、離乳食試食・悩み相談会※１＝d１７
日（木）、３１日（木）午前１０時からt離乳食や栄養について
相談したい保護者s各日２組m７月１５日から

Gakkenほいくえん東小金
井
（☎０４２−３８６−５０８７）※３

園庭でおさかな釣りをしよう※１＝d９日（水）、２３日（水）
午前１０時からt０～３歳児s各日３組m７月１８日から

キッズガーデン小金井中町
（☎０４２−３１６−７３０１）※３

感触遊びを楽しもう※１＝d１０日（木）午前９時４５分からt
未就園児s５組m７月２７日から、プレママ・パパ集まれ（出
産アレコレ座談会）※１＝d２４日（木）午前９時４５分からt
妊婦とパートナー・出産後の０歳児保護者s５組m８月１０日
から

アスク武蔵小金井南口
（☎０４２−３８０−００３７）※３

涼しい保育園であそぼう※１＝d９日（水）、２４日（木）午前
１０時からt未就学児s各日５組m７月１８日から、ベビーア
ート※１＝d２２日（火）午前１０時からt０～２歳児s４組m７
月１８日から

第四コスモ
（☎０４２−３８１−６４６４）※３

赤ちゃんと遊ぼう※１＝d２３日（水）、３０日（水）午前１０時か
らt妊婦とパートナー・出産後の保護者または祖父母s
各日３組m７月１８日から

※１＝要事前申込（申込順）※２＝m月曜～金曜日午前８時３０分～午後５時※３＝m月曜～
金曜日午前１０時～午後４時

８月のみんなであそぼうほいくえん

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・7・155



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

親
子
で
社
会
科
見
学

d
８
月
２３
日
（
水
）
午
前
８
時
～

午
後
４
時
３０
分
b
川
越
城
本
丸
御

殿
、
川
越
市
立
博
物
館
（
い
ず
れ

も
埼
玉
県
川
越
市
）、
遠
山
記
念

館
（
埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
）
t

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
と
保

護
者
s
６
組
（
多
数
抽
選
）
m
７

月
２６
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
い
ず

れ
も
１
組
１
通
）
で
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
公
民
館
貫
井
南
分

館
「
親
子
で
社
会
科
見
学
係
」（
〒

１８４

−

０
０
１
４
貫
井
南
町
４

−

３

−

２３
☎
０４２

−

３８３

−

１
１
６
８

ak0
2
0
4
9
9
@
k
o
g
a
n
e
i-sh

i.

jp

）
へ

小
学
生
の
皆
さ
ん
、

木
工
製
作
を
し
ま
せ
ん
か

d
８
月
２３
日
（
水
）
午
前
１０
時
～

午
後
３
時
b
野
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
u
施
設
建
て
替
え
の
た
め
に

伐
採
し
た
木
（
チ
シ
ャ
ノ
キ
）
を

活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
t
市

内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
（
小
学

校
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

s
１６
人
（
申
込
順
）
e
お
土
産
有

り
m
７
月
１５
日
か
ら
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
i
環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
１
７
）市ホームページ

就
学
援
助
制
度

入
学
時
学
用
品
費（
中
学
校
）

を
増
額

　

就
学
援
助
制
度
の
入
学
時
学
用

品
費
（
中
学
校
）
を
６
万
３
千
円

に
増
額
し
ま
す
。
す
で
に
、
前
倒

し
支
給
で
令
和
５
年
３
月
に
受
給

さ
れ
て
い
る
方
で
、
令
和
５
年
４

月
に
認
定
を
受
け
て
い
る
世
帯
に

は
、
差
額
の
３
千
円
を
支
給
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
学
務
課
で
配
布
し

て
い
る
お
知
ら
せ
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

i
学
務
課
学
務
係
（
市
役
所
第
二

庁
舎
７
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
７

４
）市

立
小
・
中
学
校
給
食
の
食

材
費
を
補
て
ん

　

市
で
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
学
校
給
食
の
量
や
栄

養
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
、
食
材

費
の
補
て
ん
を
行
い
ま
す
。

■
補
て
ん
額
（
１
食
あ
た
り
）
小

学
校
＝
４１
円
、
中
学
校
＝
４９
円
■

対
象
期
間
７
月
１
日
～
令
和
６
年

３
月
３１
日
e
保

護
者
の
負
担
額

や
支
払
方
法
に

変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
i
学
務
課

保
健
給
食
係

（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
７
４
）

event
event

催
し

ス

ポ

ー

ツ

第
７５
回市

民
体
育
祭

市
民
体
育
祭

【
サ
ッ
カ
ー
大
会
】

d
８
月
２０
日
～
９
月
２４
日
の
日
曜

・
祝
日
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
b
上
水
公
園
運
動
施
設
グ
ラ
ウ

ン
ド
ほ
か
■
競
技
種
目
t
①
一
般

＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
１６

歳
以
上
の
男
子
チ
ー
ム
（
１
チ
ー

ム
２０
人
以
内
）
②
シ
ニ
ア
（
オ
ー

バ
ー
４０
）
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の

４０
歳
以
上
の
男
子
チ
ー
ム
（
１
チ

ー
ム
３５
人
以
内
）
③
シ
ニ
ア
（
オ

ー
バ
ー
５０
）
＝
市
内
在
住
・
在
勤

の
５０
歳
以
上
の
男
子
チ
ー
ム
（
１

チ
ー
ム
３５
人
以
内
）
■
競
技
方
法

①
リ
ー
グ
戦
お
よ
び
順
位
決
定
戦

②
③
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
方
式
・
敗
者

復
活
戦
併
用
■
代
表
者
会
議
８
月

１１
日
（
祝
）
①
午
後
７
時
３０
分
か

ら
②
③
午
後
６
時
３０
分
か
ら
、
い

ず
れ
も
総
合
体
育
館
会
議
室
で
s

各
８
チ
ー
ム
（
多
数
抽
選
）
m
７

月
１５
日
～
８
月
５
日
に
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
一
般
ま
た
は
シ
ニ
ア
の
別

（
①
②
③
い
ず
れ
か
）・
チ
ー
ム

名
・
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
市
サ
ッ
カ
ー

協
会
・
加
藤
（
☎
０９０

−

８
８
５
５

−

３
３
８
１
＝
午
後
６
時
～
１０
時

ak
o
g
a
n
e
i.sh

i.fa
@
g
m
a
il.

co
m

）
へ

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
一
般
の
部
】

d
８
月
２０
日
（
日
）
午
前
９
時
か

ら
（
受
け
付
け
は
８
時
３０
分
か

ら
。
予
備
日
＝
２7
日
）
b
市
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
場
t
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
ク
ラ
ブ
の
方
■
競
技
種
目
男

女
別
一
般
、
男
女
別
シ
ニ
ア
（
４５

歳
以
上
・
６０
歳
以
上
・
7０
歳
以
上
）

■
競
技
方
法
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー

グ
戦
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
併
用
方

式
e
連
盟
登
録
が
必
要
で
す
m
８

月
6
日
ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
種
目
を
明
記
し
、

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
磯
部（
☎

f
＝
０４２

−

３８５

−

２
８
３
４
aK

o
g

an
ei.st.r@

gm
ail.co

m

）
へ

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
中
学
生
の
部
】

d
８
月
２１
日
（
月
）
午
前
８
時
３０

分
（
予
備
日
＝
２２
日
）
b
市
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
場
t
市
内
在
住
・
在
学

の
中
学
生
■
競
技
種
目
各
学
年
男

女
別
■
競
技
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
（
一
部
リ
ー
グ
戦
）
s
１００
人

（
申
込
順
）
m
７
月
１５
日
～
８
月

５
日
に
、
フ
ァ
ク
ス
で
第
一
中
学

校
・
柴
田
（
☎
０４２

−

３８３

−

１
１
６

１
f
０４２

−

３８２

−

０
４
０
１
）
へ

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
】

d
▽
中
学
生
・
一
般
シ
ン
グ
ル
ス

・
ミ
ッ
ク
ス
＝
８
月
２7
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
▽
一
般
ダ
ブ
ル
ス

＝
９
月
１０
日
（
日
）
午
前
９
時
３０

分
か
ら
b
総
合
体
育
館
t
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
■
競
技
種

目
▽
中
学
生
＝
シ
ン
グ
ル
ス
・
ミ

ッ
ク
ス
▽
一
般
＝
ダ
ブ
ル
ス
・
ミ

ッ
ク
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス
■
競
技
方

法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
m
８
月
４

日
ま
で
に
、
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://ko

gan
eib
ad
.yaggi.

n
et

）
を
ご
確
認
の
う
え
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
・

大
八
木
（
☎
０９０

−

４
３
６
４

−

８

４
２
５
ae

n
try.k

o
g
a
n
e
ib

ad
@
gm
ail.co

m

）
へ

【
卓
球
大
会　
小・中
学
生
の
部
】

d
９
月
１7
日
（
日
）
午
前
９
時
３０

分
か
ら
b
総
合
体
育
館
t
市
内
在

住
・
在
学
の
方
■
競
技
種
目
小
・

中
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
■
競
技
方
法

予
選
リ
ー
グ
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
m
７
月
１５
日
～
９
月
8
日

に
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
市
卓
球
連
盟
・
小

島
（
☎
f
＝
０
４
２
２

−

８８

−

７

２
１
３
ak

a
o
ru
_k
@
jco
m
.

h
o
m
e.n
e.jp

）
へ

８
月
の
ス
ポ
ー
ツ

個
人
利
用
開
放
校

　

利
用
に
は
、
登
録
カ
ー
ド
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

種目 ところ 曜日 時間 実施日

卓球 緑小 日 午後１時〜
４時

６・２０・
２７日

剣道 前原小 水 午後６時〜
９時

２・９・
２３・３０日

バドミン
トン 本町小 日 正午〜午後

３時
６・１３・
２０日

柔道 一中 金 午後７時〜
９時

４・１１・
１８・２５日

e
▽
初
め
て
の
方
は
、
指
導
員
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
▽
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
i
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
☎
０４２

−

３８６

−

２
４
６
２
）

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

☎
０４２

−

３２１

−

３
１
４
６
＝
月
曜
～
土

曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

☎
１い

ち

８は
や

９く

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す

※
☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
、
☎
０
１
２
０

−

１８９

−

７８３
へ

未＝未就学児対象
	 （保護者同伴）
小＝小学生対象
中＝中学生対象
高＝高校生世代対象

詳細は、公立小・中学校に配布してい
る「毎月のたより」や市ホームページ
をご覧ください。申し込みは原則、電
話または直接、各児童館へ。

８月のじどうかん８月のじどうかん
【休館日＝日曜日、11日（祝）、31日（木）】【休館日＝日曜日、11日（祝）、31日（木）】

本町児童館（☎042－383－1176）

ぽかぽかひろば	未	
du２日（水）、２８日（月）、３０日（水）はフリースペース。２日（水）、３０日（水）＝水遊び、３０日（水）
＝誕生日会、１9日（土）＝パパとあそぼう、風船スイカ割り、いずれも午前１０時〜正午y手ぬ
ぐい（長めのタオル）

本町工作道場	未	小	 d５日（土）午後２時〜4時uダイラタンシー現象の体験t幼稚園世代〜小学生s１２人（多数抽
選）m７月１８日〜２4日

東児童館（☎042－383－1177）

常設子育てひろば	未	
du月曜〜土曜日午前9時３０分〜午後4時。２１日（月）＝誕生日会、２6日（土）＝おとうさんもい
っしょ。７日（月）〜9日（水）午前１０時から・１１時から＝水遊びs各回１０組（多数抽選）m７月２０
日〜２9日

親子でつくろう！	未	 d１日（火）午後１時３０分からu藍の葉っぱでたたき染めエコバッグ作りt幼稚園世代s１０組
（多数抽選）m７月１５日〜２２日

おいでよ！３・４・５・６	未	 d１日（火）〜５日（土）午前１０時〜正午u遊戯室と前庭開放t幼稚園世代s各日１５組（申込順）
m７月１５日から

専門相談事業 du２１日（月）＝子育て相談、２２日（火）＝思春期相談、いずれも午前１０時〜午後１時mいずれ
も随時受付

中高生世代あつまれ!!「ぷ
れいすＨＩＧＡＪＩ」	中	高	

du水曜日午後6時〜８時はフリースペース、２日＝とまるぜ！中高生の準備、9日＝とびだ
せ！中高生の準備
貫井南児童館（☎042－383－9777）

ぬくぬくひろば	未	
du７日（月）、１4日（月）、２4（木）、２５日（金）、２８日（月）午前１０時〜午後１時３０分は０〜２歳までのフ
リースペース、７日＝水遊びy水着、タオル、おもちゃ、２８日＝誕生日会とお話し会。２6日（土）午
前１０時〜正午＝ヌクイファミリーデーu水遊びy水着、タオル、おもちゃ

あそぼうキッズ	未	 d２9日（火）午後２時〜３時u水遊びt幼稚園世代y水着または着替え、タオル、おもちゃ
中・高校生世代のスペース
＠ヌクイ	中	高	 du１８日（金）午後５時３０分〜８時はフリースペース

バンドスタジオ貸出	中	高 tグループ、個人いずれも可m要事前申込
緑児童館（☎042－383－6910）

子育てひろば
「ほのぼのサロン」	未	

du月曜〜土曜日午前１０時〜午後３時はフリースペース（土曜日は午後１時まで、７日〜２１日
は休み）。水曜日＝１歳児以上あそぼうよ、２日＝水遊びt１歳児、３０日＝誕生日会。木曜日＝０
歳児ひよこ。金曜日＝２歳児以上うさぎ、4日＝水遊びt２歳児。交流会は正午まで

あつまれみどりっこ	未	 d１０日（木）午前１０時からu水遊びt幼稚園世代s１５組（申込順）m７月１５日から

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・7・15 6



掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。費用の掲載のないものは、原則無料です。

広告掲載等のお問い合わせは、フレックス株式会社（広告代理店）a t.nakano@flex-ad.co.jpへ

広
告
枠

地
域
連
携
型
就
職
面
接
会
お
よ
び

直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー

【
面
接
会
直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
】

d
８
月
２２
日
（
火
）
午
後
２
時
〜

４
時
b
小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー

ル
s
３０
人
m
電
話
で
東
京
し
ご
と

セ
ン
タ
ー
多
摩
へ

【
地
域
連
携
型
就
職
面
接
会
】

d
８
月
２５
日
（
金
）
午
前
１０
時
〜

正
午
、
午
後
２
時
〜
４
時
b
三
鷹

産
業
プ
ラ
ザ
（
三
鷹
市
下
連
雀
３

−

３８

−

４
）
■
参
加
企
業
数
各
回

１０
社
程
度
e
面
接
を
希
望
す
る
企

業
の
数
だ
け
履
歴
書
を
持
参
s
各

回
５０
人
（
申
込
順
）
m
７
月
１５
日

か
ら
、
電
話
で
東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
多
摩
へ

―
―
◇
共
　
通
◇
―
―

i
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩

（
☎
０４２

−

５２１

−

６
７
６
１
）

市
民
が
つ
く
る
自
主
講
座

健
康
麻
雀
講
座

d
①
８
月
１２
日
（
土
）
②
１３
日

（
日
）
③
１６
日
（
水
）
午
前
１０
時

〜
正
午
（
全
３
回
）
b
公
民
館
緑

分
館
u
①
②
初
心
者
向
け
麻
雀
講

習
会
③
健
康
麻
雀
大
会
k
伊
藤
光

基
さ
ん
（
天
鳳
七
段
）
t
市
内
在

住
・
在
学
の
中
・
高
校
生
（
小
学

生
は
応
相
談
）
s
１２
人
（
申
込

順
）
e
③
の
み
の
参
加
も
可
m
７

月
１５
日
か
ら
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
氏
名

・
年
齢
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
電

話
番
号
・
緊
急
連
絡
先
（
未
成
年

の
場
合
）
を
明
記
し
、
小
金
井
健

康
麻
雀
の
会
・
井
口
（
am

ajan.
ken
ko
u
@
gm
ail.co

m

）
へ
i

公
民
館
緑
分
館
（
☎
０４２

−

３８７

−

７

３
０
１
）

d８月６日（日）午後１時３０分～
３時（１時開場）
b公民館貫井南分館
t市内在住・在勤・在学の方
s５０人（申込順）
m７月１８日から、
電話または公民館
貫 井 南 分 館 窓 口
（☎ ０４２ − ３８３ −
１１６８）へ

サマーコンサートサマーコンサート
−ハワイアンクラシック　ヒリウ−ハワイアンクラシック　ヒリウ

催 し ・ 講 座催 し ・ 講 座催 し ・ 講 座催 し ・ 講 座
●君も虫博士になろう　d７月１５日
（土）午前９時３０分～１１時３０分（雨
天中止）b都立野川公園第二調整池
パーゴラ広場t小学生と保護者k髙
橋利行さん（パークレンジャー）s
５０人（当日先着順）n１００円y水筒
・日除け等i野川ほたる村・寺内（☎
０４２−３８３−７９９３）
●第１１回暮らしの中の看取り準備講
座@小金井　d７月３０日（日）午後
３時～５時bにじいろ薬局ほかk大
井裕子さん（医師）ほかn無料eオ
ンラインでの参加可mホームページ
でiＮＰＯ法人くみサポ・是枝（☎
０９０−５５１５−８２３９hhttps://kumi-
suppo.com/news/２０２３０７３０/）
●「遺言と相続」無料相談会　d７
月３１日（月）午前９時２０分～１１時４０
分b小金井　宮地楽器ホール練習室
２・３u遺言・相続・遺産分割協議
等m当日直接会場へi遺言と相続を
サポートする行政書士の会・千葉 
（☎０４２−３０１−００６４）
●ヒガコ・サマーフェスティバル　
d８月４日（金）、５日（土）午後５時
３０分～９時３０分（雨天＝６日）b日
本歯科大学グラウンド（ＪＲ東小金
井駅南口）u太鼓、出店、ステージ
演奏ほかeペット入場禁止i東小金
井南口商店会・須藤（☎０７０−８４２８

− ３２１４hhttp://www.facebook.
com/higakominamiguchi）
●こども将棋グランプリ予選大会　
d８月５日～令和６年２月１０日の間
の５日間午前１０時３０分からb現代座
会館（緑町５−１３−２４）t将棋のル
ールがわかる小学生s各日１６人n
８００円mホームページでi（特非）
遊び・文化ＮＰＯ小金井こらぼ（☎
０４２−３８４−２５６９hhttps://kogane 
i-collabo.com/）
●難民を考える集い　音楽と講演　
d８月１１日（祝）午前１０時開演b小
金井　宮地楽器ホールuフルート奏
者＝ジャムミット・ムラディ（アフ
ガニスタン難民）ほか、講演＝ひと
つの命（ミャンマーより）s８０人n
１，０００円m電話で多摩Pacemの集い
・佐藤（☎０９０−８１１２−４６３６）へ
●わんぱく夏まつり大草原の小さな
小屋参加者募集　d８月２０日（日）、
２６日（土）～２７日（日）は１泊b都立武
蔵野公園くじら山と原っぱuティピ
作りs１０組（多数抽選）m７月３１日
までに、Ｅメールで件名・代表者氏
名・メールアドレスをわんぱく夏ま
つりの会（☎０７０−５５９８−８１９９awa
npaku.natsu@gmail.com）へ

ス ポ ー ツス ポ ー ツス ポ ー ツス ポ ー ツ
●気流道護身術教室　d７月２２日
（土）午後７時～８時１５分b本町小

学校体育館t市内在住・在勤・在学
の方s１０人（申込順）n無料m７月
１５日～２２日に、電話で市気流道連盟
・宮田（☎０８０−５０１３−６７２３）へ
●第３回ＰＴＡ学区対抗卓球大会　
d８月１３日（日）午前９時からb総合
体育館t市内在住・在勤・連盟員の
方s１００人n３，０００円（１チーム）e
ゼッケン着用m８月１０日までに、フ
ァクスまたはＥメールで住所・氏名
を市卓球連盟・小島（☎f＝０４２２−
８８−７２１３akaoru_k@jcom.home.
ne.jp）へ
●夏季親善バレーボール大会　d８

月２０日（日）午前９時～午後６時b
総合体育館t家庭婦人n１チーム
４，５００円m８月１０日までに、電話で
市バレーボール連盟・おび（☎０９０
−６９５６−６３２９）へ
●上級救命講習　d９月９日（土）
午前９時～午後５時b小金井消防署
t中学生以上s１５人（多数抽選）n
３，５００円（教材費等）m８月７日（必
着）までに、郵送またはＥメールで
住所・氏名・生年月日・電話番号を
黄金井倶楽部⃝救 係（〒１８４−０００５桜
町 ２ − ２ − ３１ ☎ ０４２ − ４０６ − ２２８０
akc_mshk@jcom.zaq.ne.jp）へ

■中学校卒業程度認定試験　d１０月
１９日（木）u合格者には高等学校の入
学資格が与えられますm９月１日ま
でに、ホームページを参照のうえ、
文部科学省総合教育政策局（☎０３−
５２５３−４１１１hhttps://www.mext.
go.jp/a_menu/shotou/sotug
yo/１４１８６７６_００００４.htm）へ
■東京都介護人材確保対策事業をご
活用ください　急速な高齢化と生産
年齢人口の減少に備え、介護人材を
安定確保するため、東京都では対策
事業を実施していますmＨＰを参照
のうえ、東京都福祉人材センター（☎
０３ − ５２１１ − ２９１０hhttps://www.
tcsw.tvac.jp/jinzai/kaigojinzaik

akuho.html）へ
■地震防災対策の現状調査に係る住
民アンケートについて　内閣府では
今後の防災対策に向け、皆さまの声
を反映させるため避難意識等に関す
る調査を７月～８月に実施しますの
で、ご意見をお聞かせくださいi内
閣府防災担当（☎０３−３５０１−６９９６h 
https://en.surece.co.jp/kaiko２０ 
２３/）
■夏のレジャー時期の火気器具取り
扱いに注意　夏はお祭りや花火大会
で多くの露店が並びます。カセット
コンロより大きい鍋は載せない、プ
ロパンガスボンベは倒れないように
固定する、周囲に燃えるものを置か
ない、消火器を準備するなどを守
り、正しい方法で使用しましょうi
小金井消防署（☎０４２−３８４−０１１９）

後援事業 掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当課に記載
方法・締切日などを確認してください。

情報ア・ラ・カルト情報ア・ラ・カルト このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に市および教育委員会は携わ
っていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わせください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

d８月６日（日）午前１０時から、
午後２時から（いずれも２０分前開
場）
b公民館緑分館
t市内在住・在勤・在学の方
s２５人（当日
先着順）
i図書館緑分
室（☎ ０４２ −
３８７−７３０２）

（実写版・１６ミリフィルム
映画・１０７分）

図書館映画会

はだしのゲン
音楽鑑賞のつどい音楽鑑賞のつどい

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・7・157



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

休 日 診 療休 日 診 療
受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　診療科目にかかわらず、必ず電話で確認のうえ、受診してください

●印は病医院所在地
○内は診療科目

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

休日歯科診療休日歯科診療
診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

薬局薬局 午前９時〜正午
午後１時〜５時

７
月
１６
日（
日
）

７
月
１７
日（
月・祝
）

７
月
２３
日（
日
）

７
月
３０
日（
日
）

梶野町4―5―7
☎042―383―2078

久 

滋 

医 

院

内
小

梶野町交差点

北大通り
三小

北口
東小金井駅

地蔵通り

書
店

コンビニエンス
ストア

梶
野
通
り

内
消
内

梶野町4―11―13
☎0422ー53―5666

東
小
金
井
く
ろ
だ
内
科
医
院

東小金井駅
北口

三小 梶野町
交差点

コンビニエ
ンスストア

至梶野橋

梶
野
通
り 消

内

東
小
金
井
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク

東町4―37―26
☎042―382―3888

至東小金井駅南口至東小金井駅南口

農工大通り

内

前原町3―35―18
☎042―384―2189

武蔵小金井駅

南口

前原坂上交差点

消
防
署

市
役
所

梶 

尾 

眼 

科

眼
南口 小

金
井
街
道

連雀通り

梶野町4―5―7
☎042―383―2078

久 

滋 

医 

院

内
小

梶野町交差点

北大通り
三小

北口
東小金井駅

地蔵通り

書
店

コンビニエンス
ストア

梶
野
通
り 連雀通り

本町1―2―20
BLD.55　1階
☎042―381―2231

至武蔵小金井駅
南口

前原坂上
交差点

一小
図書館

小
金
井
街
道

山
田
医
院
歯
科

おおにし薬局

（ ）梶野町4−20−4
☎︎0422−55−8998

ひばり薬局（小金井店）

（ ）本町2−11−10シェリール1F
☎︎042−316−5579

薬局日本メディカル

（ ）本町1−18−3
☎︎042−316−5407

薬局日本メディカル

（ ）本町1−18−3
☎︎042−316−5407

健祥堂薬局　梶野町店

（ ）梶野町5−7−20
☎︎042−316−4812

マロン薬局　武蔵小金井店

（ ）本町6−14−28アクウェルモール204
☎︎042−316−1292

柴崎薬局

（ ）本町5−38−32−102
☎︎042−381−2655

サザン薬局

（ ）本町6−5−3シャトー小金井1Ｆ
☎︎042−388−4229

ひ
が
こ
北
口
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内

梶野町5―11―5
パピスプラザ202
☎042―401―2353

北大通り

北口

けやき
保育園

東小金井駅

梶野公園

消
内
小

貫井南町5―20―13
☎042―381―6627

竹
田
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内
交番胃腸科

医院

貫井団地
薬局

貫井南町
二丁目

西の久保通り

新
小
金
井
街
道

至
貫
井
ト
ン
ネ
ル

循
内

腎
内

糖
内

東
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
整
ア

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―1―2
アーバンステージ武蔵野ヒルズA棟１F
☎0422―56―8630

ア
ク
ウ
ェ
ル
モ
ー
ル
さ
く
ら
眼
科

眼

本町6―14―28
武蔵小金井アクウェルモール2Ｆ
☎042―383―5558

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

南口
交通広場

ひ
が
こ
北
口
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内

梶野町5―11―5
パピスプラザ202
☎042―401―2353

北大通り

北口

けやき
保育園

東小金井駅

梶野公園

消
内
小

の
な
か
歯
科
医
院 東町4―40―13

プリマベーラ１F
☎042―386―8217

南口ス
ト
ア

東小金井駅

本町2―12―1
☎042―383―2232

丸  

茂  

医  

院

内
循

武蔵小金井駅武蔵小金井駅

北口

けやき通り

北大通り
公民館
本館小

金
井
街
道

北口

〒

う
ち
や
ま
ク
リ
ニッ
ク 東町4―43―15

MKジェムズマンション1F
☎042―382―1715

都営アパート

南口
東小金井駅

内
消
肛
外

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

本町1―18―3
ユニーブル武蔵小金井
スイート203C
☎042―387―5533

武
蔵
小
金
井
駅
前
こ
ど
も
ク
リ
ニッ
ク

小
ア

本町5―10―17
高杉ビル1F
☎042―380―8087

西
野
耳
鼻
咽
喉
科
耳
ア

印章店

北口

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

小
金
井
橋
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク 桜町1―15―11

☎042―316―6170

玉川上水
小金井橋

小
金
井
街
道

本
町
２
丁
目

交
差
点

小金井橋

北大通り

至武蔵小金井駅北口至武蔵小金井駅北口

内
泌

ア

南
口
歯
科
医
院

中町4―4―26
☎042―381―1762

野川

自動車
　学校

幼稚園
薬師通り

小
金
井
街
道

霊園通り

貫井北町3―27―7
☎042―386―7288

一
中

本町住宅

歩道橋

公務員
住　宅

交番中大
附属高

北大通り

貫
井
北
町
く
ろ
だ
内
科

内

ドラッグストア

消
内

小
金
井
つ
る
か
め
ク
リ
ニッ
ク

内

本町6―14―28
アクウェルモール3Ｆ
☎042―386―3757

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

南口
交通広場

小
松
外
科
胃
腸
科

外
胃

本町2―20―20
☎042―381―3346

至武蔵小金井駅
北口

北大通り

至小金井橋
本町２丁目
交差点

小
金
井
街
道

梶
野
町
ク
リ
ニッ
ク

皮

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―2―17
☎0422―54―5507

連雀通り連雀通り

宮
本
内
科
医
院

内
循
消
呼

中町3―7―4
☎042―381―2219

至武蔵小金井駅
南口

前原坂上
交差点

一小
図書館

小
金
井
街
道

平
田
歯
科
医
院

東町4―5―13
☎042―384―6619

西武多摩川線
交番

雑
貨
店

新
小
金
井
駅

連雀通り

みなみ調剤薬局

（ ）貫井南町5−20−15
☎︎042−381−7405

あゆみ薬局

（ ）梶野町2−1−2
☎︎0422−56−8003

グリーンベル薬局

（ ）本町5−11−7
☎︎042−386−8522
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２
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１
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水
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（
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）

（
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（
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）
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（
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）
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（
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（
月
）

（
日
）

（
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（
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水
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（
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）

（
土
）

（
金
）

（
木
）

（
水
）

（
火
）

○××××××××××××××××××××××××××××××
一
般
棟

○×××○××××××××××○○○○××××××××××××
団
体
棟

清
　
里
　
山
　
荘

空
室
状
況
（
7
月
７
日
現
在
）

○：空
室
あ
り　
△：空
室
少
し　
×：満
室

８月の行事
20日＝もろこし収穫体験n３00円

令和５年１１月分の予約
８月１日から受け付けます。
申し込みは、
☎0120－484－647（申込専用）
f0551－48－4646
hhttps://koganei-kiyosato.com/
i清里山荘（☎0551－48－4649）
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、
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☎
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−

５
２
８
５

−

８
８
９
８

東
京
都
・
子
供
の
健
康
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談
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小
児
救
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３
６
５
日
２４
時
間
）

２４
時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

令和５年度

　小金井市非核平和都市宣言の趣旨に基づき、非核平和事業を行っています。
（右表）
【非核平和映画会】
d８月１日（火）午後２時15分〜４時15分
（１時45分開場）
b小金井　宮地楽器ホール小ホール
■上映作品「太陽の子」＝111分
s150人（申込順）
n無料
m７月18日から、市申込フォーム（https://logoform.jp/
f/UySSW）、電話または直接、広報秘書課広聴係（市役所第
二庁舎１階☎042−３87−9818）へ

非核平和事業

市申込フォーム

事業名 と　き ところ 内　容

原爆写真
パネル展

８／17（木）まで 市役所第二庁舎
入口

広島・長崎の原爆写
真の展示

市役所第二庁舎・公
民館緑分館…６枚程
度

同ホールマルチパー
パススペース
…３0枚程度

　／２（水）〜17（木）
※15日は休館日 公民館緑分館

　／１（火）〜７（月）
９：00〜17：00
※１日は14：00から

小金井　宮地楽
器ホールマルチ
パーパススペー
ス

横断幕掲示 ８／17（木）まで
市役所本庁舎、
東児童館ほか２
か所

「核兵器廃絶の国際
条約締結で核兵器の
ない地球を」ほか１
種

原爆死没者
への黙とう

８／６（日）８：15
（広島原爆投下時刻）

家庭や職場で
原爆死没者の慰霊と
世界の恒久平和を
願って、１分間の黙
とうをお願いします　／９（水）11：02（長

崎原爆投下時刻）

原爆写真パネル展のようす

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・7・15 8



有害ごみの日に出してください

水銀製品の適切な分別を

　電池・蛍光管・水銀血圧計・水銀体
温計・電球型蛍光管などの水銀製品や
ライターは有害ごみです。燃やすご
み、燃やさないごみ、プラスチックご
み等、他のごみの中に絶対に混入させ
ないでください。
　特にリチウムイオン電池等の混入に
よる発火事故が多発しています。電池
やライターは、収集車両や処理施設等
での火災や爆発事故を起こす可能性が
あります。また、水銀製品が混入する
と、処理施設の運転が停止して、処理
が滞る可能性がありますので、きちん
と分別するようご協力お願いします。

有害ごみの分別徹底をお願いします有害ごみの分別徹底をお願いします

充電式電池が外せない製品（例）

電子式たばこ 掃除機電動
歯ブラシ

※詳しくは、ごみ・リサイクル
カレンダーでご確認ください

電気
シェーバー

モバイル
バッテリー

危 険

　６月4日、5日に燃やすごみの中に水銀を含むごみが混入していたことが
原因で、浅川清流環境組合可燃ごみ処理施設の排ガス中水銀濃度が、一時的
に公害防止基準値（５０μg/㎥ N）を超える事態が発生しました。
　燃やすごみの中に水銀などの有害物質が混入してしまうと、最悪の場合、
焼却炉の稼働停止という事態となり、３市のごみ収集・処理業務にも影響を
及ぼし、周辺住民の健康にも多大な影響を及ぼす可能性があります。水銀な
どの有害物質を含む製品は必ず有害ごみとして分別して出してください。

充電式電池が外せない製品も
有害ごみで出してください。
※「電池が外せない」と張り
紙をしてください

絶対に他のごみに混ぜないでください！
混入している場合、収集しません。

不燃不燃 可燃可燃 プラプラ

乾電池 蛍光管
（電球型含む） 水銀体温計 コイン型リチウム電池 ボタン電池

　市では、ＳＤＧｓのめざす持続可能な社会の実現に向け、第5次基本構想・前期基本計画および一般廃棄物処理基本計画に発生抑制を最優先と
した３Ｒの推進を掲げています。令和4年１月に発出した気候非常事態宣言を踏まえ、マイボトルの利用促進による廃棄物の発生抑制を推進する
ため、昨年９月、民間事業者と協定を締結し、ボトルディスペンサー型給水機を市内１３の公共施設に設置しました。
　さらなるマイボトル利用促進に向けた施策として、マイボトルの普及およびステンレス製ボトルの再資源化と環境に配慮した社会の形成をめざ
すことを目的としてタイガー魔法瓶株式会社とマイボトル利用環境の整備促進に関する協定を締結しました。ステンレス製ボトル回収ボックス
は、市役所第二庁舎１階入り口に設置しています。ぜひご利用ください。

使用済みステンレス製ボトルの回収を開始しました

・使用済みのステンレス製
ボトル（金属製の水筒）専
用の回収ボックスです。
・カバーなどの付属品は分
別し、ステンレス製ボトル
のみ投入してください。
・中を洗い、水気をふき取
りよく乾かしてから投入し
てください。

〈投入の際の注意点〉 〈再資源化モデルイメージ図〉

※再生ステンレス材を利用した製品は、ステンレス製ボトルのみとは限りません

Ｒリサイクル

ライター

ごみ減量・
リサイクル特集

令和5（2023）年
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　各家庭に配布するごみ・リサイクルカレンダ
ーの表紙絵を描いてみませんか。
　ごみに関することなら何でも結構です。
■例ごみになるものはもらわない・買わない取
り組みの推進、食品ロスの削減の推進、ごみ収
集車、リサイクル、処理施設、地球環境など
■応募資格市内在住・在学の小学校４〜６年生
■作品▷未発表の作品に限ります▷Ｂ４判の画
用紙に横長に描いてください▷クレヨン・絵の
具など材料は問いません
■入賞入賞作品は令和６年度ごみ・リサイクル
カレンダーに掲載します（応募者全員に参加賞
を差し上げます）

■発表入賞者本人に連絡するとともに、市報に
掲載します
■応募方法９月
１日〜１５日に、
作品（１人１作
品）の裏に住所
・氏名（ふりが
な）・電話番号
・学校名・学年
組を明記し、直
接、ごみ対策課（市役所第二庁舎４階）または
各市立小学校へ
iごみ対策課清掃係（☎０４２−３８７−９８３５）

　市では、三多摩地域の各市とともに日の
出町にある二ツ塚処分場にごみの最終処分
をお願いしています。ぜひ夏休みに親子で
ごみの最終処分について学んでみません
か？
d８月１６日（水）※雨天実施
■集散時間・場所午前８時３０分旧リサイク
ル事業所（中町３−１９−１６）集合〜二ツ塚
処分場〜さかな園（BBQとニジマスのつ
かみ取り）〜大多摩うまいもの館〜午後５
時ころ旧リサイクル事業所解散
t市内在住の小学生〜中学生と保護者

s３０人（申込順）
n無料
m７月１８日〜２８日に、市申
込フォームまたは電話で、
ごみ対策課清掃係（☎０４２
−３８７−９８３５）へ

※この事業は、ごみの最終処分にご理解・
ご協力をいただいている日の出町の皆様と
ごみを搬入している小金井市の市民が交流
し、相互理解を深めることを目的としてい
ます

ＲリデュースＲリユース
令和６年度
ごみ・リサイクルカレンダー

広告主を募集中

Ｒリサイクル
令和６年度

ごみ・リサイクルカレンダー表紙絵を募集

令和４年度　ごみ・資源物処理量令和４年度　ごみ・資源物処理量

　野川クリーンセンターでは、搬入された粗大ごみの中から再生可能
な家具類の補修等を行い、市が地域情報サイト「ジモティー」にリユ
ース品を掲載し、市民の皆さんに無償で譲渡するリユース事業「ゆづ
る輪」を令和４年１０月より試行実施しております。
　開始から約９か月が経過したところ、ご利用いただいた市民の皆さ
んからはご好評を頂いています。そこで、より多くの市民の皆さんに
この事業に関心をもって参加していただけるよう、新たに出品したリ
ユース品の投稿後２日間は新規のご利用者からの申し込みに限らせて
いただくこととしました。投稿後３日目からは利用したことのある方
からも申し込みいただけますので、お探しのリユース品がある方は細
かくチェックしてください。
　ごみの発生抑制の意識醸成につながるよう、より多くの市民の皆さ
んに関心をもっていただけるよう、市民の皆さんの利便性の向上が図
られるよう、試行錯誤を重ねていきますので、今後も市内全体のリユ
ースを推進するため、引き続き、リユース事業「ゆづる輪」をご利用
ください。

市リユース事業
ページはこちら

▷燃やすごみを減量することができる
▷腐敗を遅らせ、嫌なにおいの発生を抑える
▷ごみが軽くなってごみ出しも楽になる
▷ごみ排出場所の汚水による汚れを防止する
▷ごみ収集車からの汚水漏れを抑える
▷余分なCO２発生を抑える（ごみ量の減少により収集車の燃費が良くなる）

　水切りは、忙しい方でも手軽にごみを減量できる方法です。雨の日のごみ
出しの時には、ふたで覆うなどぬれないように工夫をすることも大切です。
引き続き、市民の皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

　燃やすごみの多くを占めている生ごみには、大量の水分が含まれていま
す。生ごみを出す前に水分を減らす工夫をしましょう。

水切りのメリット

生ごみの水切り！手軽にごみ減量！ごみ減量大作戦！ごみ減量大作戦！ ○2５４

焼却による
減量化量
13,175ｔ

焼却灰
エコセメント化
959t

その他
1,516t

総発生量

28,235ｔ

原料化、鉄・アルミ等　2,825t

8,461t

焼
却
処
理

14,134ｔ

市民団体による収集

130t 855t

51t

310t

市民団体による収集
集団回収
1,299t

資
源
化
等
処
理

4,651t

鉄･アルミ等408ｔ

空き缶 314ｔ

古紙
5,734ｔ

原料化等
2,513t

布等 736ｔ

ペットボトル 388ｔ

トレイ 4t乾燥生ごみ 58t
ペットボトルキャップ 2ｔ

難再生古紙 9ｔ
くつ・かばん類 3ｔ

びん
920ｔ

剪定枝
1,496t

せん

総資源化量
12,585ｔ

燃やすごみ
13,773ｔ

市による収集等
26,936t

燃やさないごみ
1,400ｔ

資源
8,591ｔ

有害ごみ
43ｔ

プラスチックごみ
2,223ｔ

粗大ごみ
906ｔ

　令和６年度ごみ・リ
サイクルカレンダーに
掲載する広告を募集し
ています。
　市内の全戸・全事業
所に配布している有力
な広告媒体ですので、
ぜひ、ご活用ください。
■規格（縦×横）２.５㎝
×１２㎝
■広告掲載料５０,０００円
■刷色全色

■募集案内配布ごみ対
策課、市ホームページ
m８月３１日までに、直
接、申込書に必要事項
を明記し、必要書類を
添えて、ごみ対策課清
掃係（市役所第二庁舎
４ 階 ☎ ０４２ − ３８７ −
９８３５）へ

昨年度の入賞（表紙絵）作品
（中釡おりはさん）

浅川清流環境組合
可燃ごみ処理施設

　令和２年４月より日野市、国分寺市、小金井市
の３市で構成する浅川清流環境組合可燃ごみ処理
施設が本格稼働し、共同処理を行っています。
　市民の皆さんには、施設周辺にお住いの方々を
はじめとした日野市民の皆様および関係者の皆様
へ感謝の気持ちを忘れることなく、さらなるごみ
の減量・分
別の徹底に
取り組んで
いただくよ
うお願いし
ます。

夏休み最終処分場見学ツアー
親子で行く！

夏休み生ごみ投入リサイクル事業を実施します夏休み生ごみ投入リサイクル事業を実施します
　下記の小・中学校で、学校に設置している生ごみ処理機を利用した夏休
み生ごみ投入リサイクル事業を実施します。ご家庭から出る生ごみを投入
することができます。
　投入された生ごみは、野菜や果樹を作るための食品リサイクル堆肥とし
てリサイクルされ、家庭から出る燃やすごみの削減につながります。

　また、本事業と併せて食用廃油や、くつ・かばん類の回収を実施する学
校もありますので、多くの方のご参加・ご利用をお待ちしています。
【生ごみの持参について】
　生ごみは、水切りをしてから持参するようご協力をお願いします。水切
りをすることで、処理の時間が短くなり節電にもつながります。

学校名 実施期間 実施曜日 時間 食用
廃油

くつ・
かばん類

第四小学校 ７/２２〜８/５ 月〜土 ８：３０〜９：３０ ― ８/４

南中学校 ７/２４〜８/４ 月〜金

９：００〜１０：００

― ７/２８

第一小学校

７/２２〜８/２６

土

○ ７/２２

前原小学校 ― ７/２９

緑小学校 ○ ８/２６

南小学校 ○ ―

第一中学校
７/２２〜８/１９

１０：００〜１１：００ ○ ８/２６

第二中学校 ９：００〜１０：００ ○ ８/１９

　市ごみ減量キャラクター「くるくるカメくん」のスタンプ
ラリーを行います。
　実施校に生ごみを持って行くと、１回ごとにくるくるカメ
くんのスタンプを押します。スタンプカードは会場でお渡し
します。

ス タ ン プ ラ リ ー を実施します
子ども向け

ＲリデュースＲリサイクル

令和４年度ごみ・資源物の流れ

Ｒリデュース

　野菜などの皮は洗う
前にむいて、ぬらさな
いように直接ごみ袋に
捨てる

　お茶がらやティー
バッグなどは水気を
絞り、乾かしてから
出す

　水切り袋やトレイな
どを使用して、ごみを
出す前にひと絞り

まずは水にぬらさない 乾かしてから出す もうひと絞り

　令和４年度に各ご家庭から排出されたごみ量については、
有害ごみを除くすべての区分（燃やすごみ・プラスチックご
み・燃やさないごみ・粗大ごみ）で前年度よりも減少し、市
が目標としている市民１人１日当たりの家庭系ごみ排出量
３５５ｇに近づけることができました。（右図）
　日ごろより、ごみの減量と資源化にご協力をいただきあり
がとうございます。引き続き今年度も、ごみ減量の基本とな
る発生抑制に積極的に取り組み、資源物とごみの分別排出を
徹底していただくよう、ご理解とご協力をお願いします。

前年度との比較
主な家庭系ごみ排出量 市民１人1日当たりの

家庭系ごみ排出量

総資源化率

令和４年度 令和３年度 増減 増減率
燃やすごみ １１,９８５t １２,３０４t △３１９t △２.６％

プラスチックごみ ２,２２３t ２,３１７t △９４t △４.１％
燃やさないごみ １,４００t １,５５２t △１５２t △９.８％
粗大ごみ ９０６t ９９４t △８８t △８.９％
有害ごみ ４３t ４３t ０t ０.０％
合計 １６,５５７t １７,２１０t △６５３t △３.８％

令和４年度 令和３年度

３６３g ３７８g

令和４年度 令和３年度

４４.６％ ４４.８％

市申込フォーム

ちょっとした景品も用意し
ているので、ぜひご参加く
ださい！

ごみ減量・リサイクル特集 5・7・155・7・153 2ごみ対策課（市役所第二庁舎４階）☎0570－00－5371ごみ対策課（市役所第二庁舎４階）☎0570－00－5371



資源物処理施設整備事業の資源物処理施設整備事業の
進進捗捗

ちょく

状況をお知らせします状況をお知らせします

気をつけよう！気をつけよう！

カラスの特徴

カラス対策方法カラス対策方法 使用例使用例

カラスカラスにごみをにごみを荒荒らされていませんか？らされていませんか？

くつ・かばん類拠点回収および食品リサイクルくつ・かばん類拠点回収および食品リサイクル堆堆
たいたい

肥の配布を行っています肥の配布を行っています

案内図

小金井市役所
第二庁舎

小金井市役所
本庁舎

東京消防庁
小金井消防署

連雀通り

本町暫定庁舎

　中間処理場の建て替え工事に伴い、令和４年８月からくつ・かばん類拠点回収および食品リサイクル堆肥配布の実施場所を変更していますので、
ご注意ください。

※自動車による周辺道路への駐停車はご遠慮ください
※市役所の駐車場所に限りがあるため、なるべく自転車や徒歩でお越しください

　中間処理場跡地に整備を進めている資源物処理施設については、令和４年10
月から開始した敷地内の解体工事が、令和５年５月末におおむね終了しまし
た。引き続き建設工事に着手し、令和７年３月の竣工をめざしています。

　生ごみはカラスのえさになります。「使いきり」、「食べきり」を意識して
生ごみを出さない工夫をし、出た生ごみはしっかりと水切りをしましょう。
　また、生ごみ処理機を使用することも対策の一つです。市では生ごみ処
理機の補助を行っています。ぜひご利用ください。詳しくは市ホームペー
ジまたはごみ対策課までお問い合わせください。なお、申請額が予算額に
達した時点で受け付けは終了します。

　フタ付ごみ箱やカラス除けネットは、カラスを近づけさせない効果的な
方法です。ネットを選ぶ際は網目が５mm以下の細かいものを選びましょ
う。使用するときはごみ袋全体を覆い、はみ出さないよう注意しましょう。

　暑い夏の季節の到来です。施設内は空調が効いており、給水
機もありますので、近くをお通りの際は、休憩等でご利用いた
だくことができます。

■生ごみを減らす■生ごみを減らす

■フタ付ごみ箱やカラス除けネットを使用する■フタ付ごみ箱やカラス除けネットを使用する

■フタ付ごみ箱を使用■フタ付ごみ箱を使用 ■カラス除けネットを使用■カラス除けネットを使用

　カラスは４月～８月にか
けて繁殖期を迎え、活動が
活発になります。そのた
め、この時期にカラスによ
るごみ被害が目立ちます。

活動時期活動時期
　カラスの嗅覚はあまり発
達しておらず、主に視覚に
よりえさを探します。視覚
は人間の５倍程度良いと言
われています。

視覚と嗅覚視覚と嗅覚
　カラスは記憶力と学習能
力が高く、えさのある場所
を何十か所も
覚えてしまい
ます。

賢い生き物賢い生き物

　カラスによるごみ被害が増えてい
ます。対策をしないと自身だけでな

く近所の方にも被害が及ぶ可能性がありま
す。ごみの出し方等を工夫して
ごみの散乱を防ぎましょう。

○ ×

くつ・かばん類拠点回収
d毎月第２火曜日午後３時～４時

食品リサイクル堆肥（１０kg袋・５kg袋）の配布
d毎月第１・第３金曜日午後３時～４時
※来場者本人分のみ、１人２0㎏まで（５kgは２袋まで）
――◇共　通◇――
b本町暫定庁舎前
t市内在住の方

ＲリサイクルＲリユース
地盤改良作業のようす 山留工事のようす

武蔵小金井駅

小金井市役所 東京農工大学

小金井市役所
第二庁舎

東小金井駅

新小金井駅

西
武
多
摩
川
線

JR 中央線

野川

武蔵野公園

野川公園多磨霊園

野川クリーン
センター

野川クリーンセンターに野川クリーンセンターに
お気軽にお立ち寄りくださいお気軽にお立ち寄りください

マイボトルに給水
することができるよ

きれいなまちを保つために
ご協力をお願いします。

4ごみ減量・リサイクル特集 5・7・15ごみ対策課（市役所第二庁舎４階）☎0570－00－5371 4




